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直江津屋台会館等を活用した
新たな観光産業創出社会実験

結果概要
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直江津屋台会館等を活用した新たな観光産業創出社会実験 業務委託概要
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主な実施結果

○ 屋台会館は、ファミリー層や子ども向けコンテンツに親和性があることが確認できた。

○ イベント等の広報媒体として、費用のかからないInstagram投稿が有効であることが確認できた。 

○ 屋台会館は、音楽イベント会場や商品の展示を行いながら商談できるイベント会場としての有効性が確認できた。

○ 観光を含む商業サービスを実施するためには、市民利用を中心とした事業化を検討していくことの必要性を確認できた。

委託概要

委託期間：令和6年8月9日～令和8年3月16日

受 託 者：株式会社 タカヨシ

契 約 額：27,995千円

市 歳 入： 2,081千円

業務目的：新たな賑わいや、観光産業を創出するための収益化のスキーム構築、

直江津地域の一体的なエリアマネジメントを担う持続可能なまちづく

り組織の立ち上げを目指す。

実験期間：令和6年10月1日～令和7年9月30日

⑴ イベントの開催及び飲食・物販等の出店による賑わいの創出

主な成果

⑵ 新たな収益事業

収入の
相手方

来場者 出店者 事業者
イベント
主催者

合計

収入額 412 115 850 209 1,586

登録事業者：55者、利用：104件（延べ）

◎オンラインで出店手続きが完了する仕組みを構築し、出店希望

日の直前（4日前）まで申し込みが可能となった。

◎LINE公式アカウントをシステムの窓口としたことで、円滑な連

絡が可能となった。

来場者の構成 ※1 出店者の満足度 ※2

イベント：主催 8回、誘致 3回

平時出店※：27回 ※イベント日以外の出店

来場者数：18,795人（延べ）

（主催：9,600人、誘致：891人、平時出店：8,304人）

出店者数：154者（延べ）、売上げ：5,256千円（延べ）

（千円）

⑶ 簡易出店システムの提案

⑷ 調査・検証

収益事業を試行し、来場者や出店者等から1,586千円の収入を得た。

出典…※1:来場者アンケート ※2:出店者アンケート



(1) イベントの開催及び飲食・物販等の出店による賑わいの創出 ①
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○ イベント数は38回（主催8回、誘致3回、平時出店27回）

○ 来場者は延べ18,795人。出店者は延べ154者、売上額は延べ5,256千円

凡例
①テーマ ③出店者数  ⑤主な周知方法
②来場者数 ④天候

10月 1月11月 12月 ４月

ウ 

平
時
出
店

16日（土）

うみの屋台まつり

①海、海鮮、体験

②2,768人

③14店

④晴れ

⑤TVCM、チラシ、

Instagram

11日（土）

なおえつホット

ほっとパーク

①あたたかい

②441人

③9店

④雪/晴れ

⑤Instagram、

チラシ

13日(日)

②144人

③1店

④晴れ

27日(日)

②238人

③4店

④晴/曇

ア 

主
催

イ 

誘
致

1日（日）夢叶フェス（実行委員会）

①美容、ワークショップ

②222人  ④曇り/雨 

③未調査 ⑤主催者による

３月2月

22日（土）

ワンダーパーク

①アトラクション

②294人

③7店

④雪

⑤Instagram、

チラシ

22日（土）

発酵の世界展

①発酵

②499人

③13店

④晴れ/曇り

⑤Instagram、

地元広報誌

9日（日）EARTHマルシェ(市内美容室主催）

①美容サービス

②316人  ④曇り/雨  

③未調査 ⑤主催者による

5月 6月 7月 8月 9月 10月

29日（火祝）

ワークワーク

フェスタ

①お仕事体験

②1,335人

③5店

④雨/晴れ

⑤Instagram、

チラシ、県内

小学校チラシ

4日（日祝）

にいがた泡フェス

①泡

②1,548人

③15店

④晴れ

⑤Instagram、

チラシ、県内

小学校チラシ

2日（土）

フィッシング

フェス

①泡

②1,548人

③15店

④晴れ

⑤Instagram、

YouTube広告、

チラシ

13日（土）

なおえつ

うみまち音楽祭

①音楽

②2,050人

③8店

④曇り/晴れ

⑤Instagram、

YouTube広告、

チラシ

27日（土）、28日（日）上越モーターサイクルフェスタ

①バイク展示即売会（市内二輪店主催）

②27日:201人 28日:152人 ④27日:晴れ 28日:晴れ  

③未調査 ⑤主催者による

24日(日)

②75人

③2店

④曇/雨

22日(日)

②112人

③5店

④曇/雪

18日(土)

②20人

③2店

④曇り/

雪

26日(日)

②181人

③9店

④曇/雨

1日(土)

②18人

③1店

④曇り/

雨

23日(日)

②118人

③5店

④曇/雪

23日(土)

②23人

③1店

④曇り/

晴れ

30日(土)

②52人

③4店

④雨/雪

   他1回

17日(土)

②36人

③1店

④雨/

曇り

25日(日)

②113人

③5店

④雨

21日(土)

②179人

③6店

④晴れ/

曇り

28日(土)

②469人

③13店

④晴/曇

26日(土)

②2,036人

③5店

④晴れ/

曇り

30日(水)

②51人

③1店

④晴れ

   他1回

3日(日)

②107人

③2店

④曇り/

晴れ

31日(日)

②273人

③2店

④晴れ

   他2回

6日(土)

②320人

③1店

④曇り

14日(日)

②185人

③1店

④曇/雨

   他3回

※平時出店のため、
テーマは無く、主な
周知方法は主催者に
よる。 は企画
実施日。
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(1) イベントの開催及び飲食・物販等の出店による賑わいの創出 ②

配布チラシ

 607人 47.83%

Instagram投稿

 240人 18.91%

知人口コミ 71人 5.59%

特設サイト 48人 3.78%

うみがたりで知った 47人 3.70%

施設に設置されたチラシ 31人 2.44%

上越市LINE 30人 2.36%

Instagram広告 28人 2.21%

イベント出演･関係者 19人 1.50%

TVCM 13人 1.02%

通りがかり 12人 0.95%

市内ローカル媒体 7人 0.55%

ネットのイベント情報 7人 0.55%
小学生新聞 3人 0.24%

その他 78人 6.15%

無回答 28人 2.22%

Instagramの閲覧時間帯（年代別）※1

季節別平均来場者数、平均出店者数（地域ブース出店）※2

89.8
51.2

420.9

294.3

4.4

2.4

3.7

1.6
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冬（12月～2月） 春（3月～5月） 夏（6月～8月） 秋（9月～11月）

平均来場者数 平均出店者数

イベントを知ったきっかけ ※1

（人） （者）

○ イベントを知った媒体としては、チラシが約47％と最も高く、市内小中学校へのチラシ配布よる効果と考えられ、民間での

再現性は高くない。

○ 無料のInstagram投稿は約19％となり、費用対効果が高い。閲覧は21時～24時が多く、この時間帯の発信に効果が期待できる。

○ 秋は来場者は多い一方、出店者が少なかった。秋は開催されるイベントが多く、出店者が集まりにくいと考えられる。出店料

無料を導入した冬は、来場者が少なくても出店者を確保できた。

10代 93人7.33%

20代 80人6.3%

30代 503人

39.64%

40代 430人

33.88%

50代 80人

6.3%

60代 68人5.36%

70代以上 13人1.02% 無回答 2人0.16％

アンケート回答者の年代 ※1
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（件）
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40代
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出典…※1:来場者アンケート ※2:来場者数、出店者数の記録を基に作成
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⑵ 新たな収益事業 ⑶ 簡易出店システムの提案
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⑵ 新たな収益事業 ⑶ 簡易出店システムの提案

導入システム：A

項目 A（導入システム） B C D

月額 30,800円/月
×

高い

×

高い
◎

初期費用 0円 〇
×

高い
〇

LINE連携 3,300円/月
×

高い
◎ ◎

決済
オンライン可

エラー報告有り
◎ ◎ ◎

手数料 4.9%
×

高い
◎ ◎

データ取得・分析 CSVのみ 〇 ◎ 〇

初回設定期間
構築済みのため

1週間以内
〇 ◎ 〇

詳細な区画予約 不可 ◎ ◎ ◎

方法 金額

アトラクション利用料（来場者）

△収益につなげにくい。

→補助的収益としての可能性がある

20

企業協賛（協賛企業）

◎明確な趣旨のイベントは、協賛を得やすい。
850

出店者の販売手数料（出店者）

◎売上げに応じた手数料設定は、出店者から好評
95

委託販売手数料（出店者）

△運営経費が収益を上回った。

→損益分岐点を考慮した手数料が課題

20

チケット販売（来場者）

◎前売り販売が収益拡大に有効な手法であることを

確認

392

イベントサポートサービス料（主催者）

◎収益も大きく、利用者も高い満足度
209

合計 1,586

システムAを基準に評価 ◎ より評価が高い、○ 同等、× 低い

（者）

予約申し込みから出店までの日数
（千円）

○ 来場者、協賛企業、出店者、イベント主催者のそれぞれから収益を得る事業を試行。1,586千円の収入を得た。

○ オンラインで出店手続きをする簡易出店システムを試行。出店希望日の直前（4日前）まで申し込みが可能となった。

また、当実験で導入したシステムの課題を洗い出し、他の予約システムとの比較を行った。

・カード決済対応

・管理者承認により予約確定

・LINE連携、各種通知の送信

⑵課題

⑴主な機能

・費用面 ・決済エラーの報告あり

・区画の予約は未対応 など

収益事業を試行し、1,586千円の収入を得た。

24
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4～10日 11～20日 21～30日 31～37日

出
店
者
数

出典…導入システムの記録を基に作成



⑷ 地域住民への配慮等・地域団体との連携 ⑸ 屋台会館の魅力向上
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⑷地域住民への配慮等・地域団体との連携

◎地域資源の活用の幅を広げることができた。

△屋台会館等の「場」を活用した共同企画に至らなかった。

→年間の事業計画段階から情報共有が必要

⑸ 屋台会館の魅力向上

①オリジナルロゴの大型のれん、のぼり旗等の制作

③常設お土産ショップ

直江津の商店から土産品を出品いただき、委託販売を実施

開催期間：7月30日～8月11日 ※8月4日を除く11日間

来場者数：2,070人（延べ）

②常設アトラクション

期間：1月29日～3月9日のうち

平日12日間、休日8日間

来場者数：606人（延べ）

◎屋台会館で、直江津の魅力に触れる要素を生み出した。

△「日常的に立ち寄ってもらう仕組み」の定着には継続が必要

→情報発信の強化による周知拡大が課題

○ 地域団体との連携では、直江津地域の各種団体等と連携して社会実験を進め、地域資源の活用の幅を広げた。

○ 屋台会館の魅力向上に向けて、うみがたりの来場者が立ち寄りたくなる設えや装飾に加え、季節を問わず地域の魅力を発信する

コンテンツの創出に取り組んだ。

①直江津菓子組合

・委託販売

②直江津商店連合会

・回遊企画クーポン券利用店舗紹介

・常設お土産ショップ協力店紹介

・協賛企業紹介

③うみがたり

・イベントコンテンツ共同企画

・デジタルスタンプラリー設置

・館内にチラシ、イーゼル設置

④エルマール

・入口にチラシ、ポスター設置

⑤無印良品直江津

・オリジナルポストカードを屋台会館入口に設置

⑥なおえつ うみまちアート実行委員会

・イベント連携

⑦直江津まちづくり活性化協議会

・「みなとまち直江津みどころガイド」配布



家族 

1,120人 

88.26%

一人 65人 

5.12%

友人 50人 

3.94%

カップル 9人 

0.71%

親戚 4人 

0.32%

知り合い 3人 

0.24%

無回答 18人 

1.41%

⑹ 調査・検証 ①
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上越市 

1,067人 

84.08%

新潟市 21人 

1.65%

上越市・新潟市

以外の県内 

62人 4.89%

上越市以外の県内 

22人 1.73%

長野 46人 

3.62%

富山 11人 

0.87%

石川 1人 

0.08%

関東 19人 

1.50%
関西 5人 

0.39%

その他 13人 

1.02%

無回答 2人 

0.17%

分類 9:00
10:00

10:00
11:00

11:00
12:00

12:00
13:00

13:00
14:00

14:00
15:00

15:00
16:00

16:00
17:00

17:00
18:00

18:00
19:00

19:00
以降

平均来場者数 171.0 96.3 77.1 50.0 47.8 43.0 39.1 29.7 217.7 272.5 809.0

来場者数 171 2,986 3,160 3,097 2,964 2,666 1,328 416 653 545 809

割合 0.9% 15.9% 16.8% 16.5% 15.8% 14.2% 7.1% 2.2% 3.5% 2.9% 4.2%

自宅 

328人 

25.85

%

エルマール 

181人 

14.26%

その他店舗 

140人 

11.03%
なし 110人 

8.67%

うみがたり 

108人 

8.51%

他の観光地 

49人 3.86%

スーパー 47人 

3.70%

その他観光施設 

40人 3.15%

他の用事 26人

2.05%

直江津商店街 

23人 1.81%

外食 16人 

1.26%

レールパーク 7人 

0.55%

海浜公園 4人 0.32%
無回答 190人 14.98%

475.3

246.9

165

0

100

200

300

400

500

晴れ 曇り 雨・雪

（人）
天気と平均来場者数の相関関係 ※2

居住地 ※1 グループ ※1 イベント等の来場前に訪れていた場所 ※1

時間帯別来場者数 ※2

○ 来場者は、市内から家族で訪れた来場者が多かった。

○ 来場前後にうみがたりを訪れていた来場者は全体の1割程度

○ 天候が良いほど来場者が多く、晴れの日は、曇りの日の1.9倍以上、雨･雪の日の2.8倍以上であった。

○ 来場者数が増えやすい時間は10:00～11:00であった。

出典…※1:来場者アンケート ※2:来場者数の記録を基に作成



1,000円以内

626人

49.33%2,000円以内

368人

29.00%

3,000円以内

174人

13.71%

4,000円以内

22人 1.73%

5,000円以内

27人 2.13%

10,000円以内

17人 1.34%

10,000円以上 

4人 0.32%
無回答 31人 

2.44%

⑹ 調査・検証 ②

8

初めて 

754人 

59.42%

2回 211人 

16.63%

3回 

125人 

9.85%

4回 23人 

1.81%

5回以上 

135人 

10.64%

無回答 21人 

1.65%

72人 22人
13人

5人

58人
28人

3人

62人

249人
58人

16人

40人
96人

67人 24人

59人

73人 14人 5人 5人 18人
25人

6人
10人

6人 1人
1人 1人 8人

10人
2人

2人 2人 4人 2人 2人

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

大変満足 満足 どちらでもない やや不満 不満

遊具など

遊ぶもの 

377人

41.02%

なし 

125人

13.6%
お土産ショップ 73人7.94%

飲食店 65人7.07%

トイレやベビースペース 63人6.86%

休憩スペース 53人5.77%

演奏・パフォーマンスステージ 

46人5.01%

駐車場 38人4.13%

勉強や読書ができるスペース 27人2.94%

屋根付きスペース 18人1.96% トイレの数 12人1.31%
その他 22人2.39%

屋台会館、海浜公園で必要と感じる設備
※無回答350件を除く

ファミリー向け

のイベント 

76人 

25.25%

なし 68人 

22.59%

音楽・パフォーマンスイベント 34人 11.3%

雑貨･ワークショップ系イベント 22人 7.31%

体験イベント 16人 5.32%

飲食系イベント 13人 4.32%

フリーマケット、物産、物販 12人 3.99%

屋台の展示 12人 3.99%

ラーメンイベント 10人 3.32%

スポーツ系イベント 8人 2.66%

アルコールイベント 7人 2.33%

上越、直江津を紹介するイベント 4人 1.33%

夏祭り、花火 3人 1%
その他 16人 5.32%

※無回答968件を除く屋台会館で今後やってほしいこと

主催イベント満足度 来場した回数 消費額

○ 全イベントで満足度は高く、来場回数は2回以上の割合が4割程度であった。

○ 一人当たり消費額は1,000円以内と少額であった。

○ 屋台会館等に必要と感じる設備や、今後やってほしいイベントでは、子ども向け遊具やファミリー向けのイベントと回答した

割合が最も高い。

出典…来場者アンケート
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上越市 

122人 

68.16%

柏崎市 11人 6.15%

長岡市 6人 3.35%

妙高市 5人 

2.79%

新潟市 4人 2.23%

県央エリア 2人 1.12%

中越エリア 2人 1.12%

下越エリア 3人 1.68%

長野市 1人 0.56%

実店舗なし 22人 12.29%
無回答 1人 

0.55%

組立式オリジナル

屋台テント 67人 

37.43%

キッチンカー

出店 61人 

34.08%

館内テーブル 

34人 

18.99%

持込テント 16人 

8.94%

無回答 1人 0.56%

黒字 

82人 

45.81%

プラスマイナスなし 

31人 17.32%

赤字 

54人 

30.17%

無回答 12人 6.70%

大変満足 19人 

10.61%

満足 61人 

34.08%

どちらでもない 

45人 25.14%

やや不満 20人

11.17%

不満 22人 

12.29%

無回答 12人 

6.71%

0円 5人 

9.26%

500円 2人 

3.7%

1,000円 8人 

14.81%

1,500円 

5人 

9.26%

2,000円 17人 

31.48%
2,500円 

3人 

5.56%

3,000円 

7人 

12.96%

4,000円 

1人 1.85%

5,000円 3人 

5.56%

売上げの10% 2人 3.7%

その他 1人 1.85%

事業所所在地 出店形態 満足度

売上別満足度

飲食系

物販系

イベント収支 出店可能な出店料 ※無回答125件を除く

○ 出店事業者の所在地は、上越市内が延べ122者と最も多かった。

○ 出店形態は、備品として提供したオリジナル屋台テントを活用した出店が約37%、キッチンカーが約34%であった。

○ 出店料は3,000円に設定していたが、アンケートでは「出店可能な出店料」として2,000円以下を選択した回答が半数を超えた。

○ 飲食系は売上げが5万円を下回ると不満が多くなる一方、物販系は1万円以内でも満足度が高い傾向があった。

15万円以上

～15万円

～10万円

～5万円

～3万円

～1万円

不満 満足

30万円以上

～30万円

～20万円

～15万円

～10万円

～5万円

～3万円

～1万円

10 8 6 4 2 0 0 2 4 6 8 10

出典…出店者アンケート
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⑺ 生業として継続できる事業スキーム等 ⑻ 持続可能な仕組みづくり

①環境整備等

・短期的整備：備品保管庫、簡易ステージ

・中期的整備：遊具常設、物販・飲食店常設

・長期的整備：大型サンシェード

①イベンター向け情報交換会

屋台会館でのイベント経験者らと意見交換を実施し、関係性を築く

機会を創出した。

②市民向けワークショップ

第1回「直江津を観光で稼げる地域にする」

観光によってより良くなるまちの将来の姿をまとめた。

第2回「直江津の観光まちづくり会社の役割と具体的な取組を考える」

他地域の成功事例を学び、観光による地域づくりへの理解を深めた。

③JOETSU YOUTH MEET UP in 直江津

直江津に思いや関心のある若手プレイヤーの発掘や若者同士の関係性

づくりの機会を創出した。

○ 本取組で明らかとなった課題・成果を踏まえ、段階的な環境整備案と、自立的な事業スキームを検討した。

○ まちづくり組織の立ち上げに向けて、ワークショップ等を実施し、人と人とのつながりづくりに取り組んだ。

②事業スキーム

・常設機能運営事業：カフェ・遊具の常設設置

・自主イベント事業：社会実験実績を基にしたイベント

・サポートサービス事業：イベント主催者の運営サポート

・駐車場管理事業：有料駐車場運営
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屋台会館等の活用や観光産業創出に関する社会実験結果のまとめ

＜主な結果＞

○ 屋台会館は、ファミリー層や子ども向けコンテンツに親和性があることが確認できた。

○ 市外からの誘客が伸びず、直ちに観光を含む商業サービスや運営組織を自立できるほどの利益を確保する見通しが立たなかった。

こうした事業を定着していくためには、市民利用を中心に据えて事業化を検討していく必要性を確認した。

○ イベント等の広報媒体としては、費用のかからないInstagram投稿が有効であることが確認できた。

○ 屋台会館のホールは、屋外への音漏れもないことから、音楽イベント会場としての有効性を確認できた。

○ 屋台会館を初めて利用したイベント主催者の声からは、車両など展示を行いながら商談できるイベント会場は市内では貴重であ

ることが分かり、その有効性を確認できた。

○ 屋外は風の影響を強く受けるため、その対策が重要であることが分かった。

＜定性的なもの＞

○ 屋台会館周辺に多くの来場者が訪れ、市民、企業、イベンターの方に施設を知っていただく機会となった。

○ 地域に思いを持つ多くの関係者との対話を通じて、当地域が多様な地元企業、団体、キーパーソンに恵まれ、地域活性化に

関して高いポテンシャルがあることを改めて確認できた。

○ 一方で、本取組を通じて、若者市民の活躍や新しいプレイヤーの参画に課題があることが明らかになった。

○ 若者市民のまちへの関りの一歩として開催したイベントでは、参加した若者から多くの前向きな意見が出されるとともに、

若者同士の新たなつながりが生まれた。
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